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家族の人数分を用意する

１人１本ずつ用意する

FM・AM両方を聞けるもの

多めに用意する

ペットボトル入りのものを１人１日２～３リットルを目安に保存

常備薬、絆創膏、風邪薬、胃腸薬、目薬など

預貯金通帳、健康保険証、免許証、現金など

そのまま食べられるものか、簡単な調理で食べられるもの

（乾パン、缶詰、レトルト食品、インスタントラーメン、チョコレートなど）

ポリタンクなどに入れて保存

タオル、下着、衣類、毛布、ビニール袋、ティッシュペーパー、洗面用具、マスク、使い捨

てカイロ、新聞紙、生理用品、軍手、ライター（マッチ）、ろうそく、携帯充電器など

乳幼児がいる場合：粉ミルク、ほ乳瓶、おむつ、離乳食など

※�非常に広い地域に甚大な被害が及ぶ可能性のある南海トラフ巨大地震では、１週間分以上の備蓄が望ま

しいです。

備えておきたいもの

　９月１日は防災の日です。防災の日は、大正12年（1923年）９月１日に発生した「関東大震災」を教

訓にし防災を見直すため、また、この時期に多く発生する台風への心構えの意味も込めて、昭和35年（1960

年）に制定されました。

　昭和57年（1982年）からは、９月１日の防災の日を含む一週間を防災週間と定め、各関係機関との緊

密な協力関係のもとに、防災思想普及のための行事や訓練を行っています。

　災害はいつ起こるかわかりません。いざというとき、大切な命や財産を災害から守るには、日頃から危

機意識を持ち災害に備えておくことが必要です。

防災の日

①早めの避難を

　�避難指示が出たときや危ないと感じたときは、隣近所の人と連絡を取りながら早めに避難しましょう。

避難する前に、忘れずに電気・ガスなどの火元を消しましょう。

②最新情報を入手

　�テレビやラジオ、インターネットなどを利用し、最新情報を入手しましょう。避難の呼びかけに注意し

てください。

③避難は徒歩で

　車で避難すると渋滞に巻き込まれるおそれがありますので、なるべく徒歩で避難しましょう。

災害時の心得

　近年、大規模な災害時に電話回線やインターネットを通じて安否確認ができる「災害用伝言板」が各社

から提供されています。災害発生時には、ぜひ活用してください。

NTT災害伝言ダイヤルの利用方法

１．「１７１」にダイヤル

２－１．録音したいとき

　「１」を押す。

・被災地の方…�ご自宅の電話番号または連絡を取りたい被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤル

する。

・被災地以外の方…連絡を取りたい被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルする。

２－２．再生したいとき

　「２」を押す。

・被災地の方…�ご自宅の電話番号または連絡を取りたい被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤル

する。

・被災地以外の方…連絡を取りたい被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルする。

災害伝言サービスのすすめ

　大きな災害時では通信インフラの損傷や通信規制で電話回線がつながりにくく、通話は困難になります。

　しかし、インターネットは比較的つながりやすく災害発生時でも利用することができます。実際に、東

日本大震災や熊本大地震では、インターネットを介して家族との連絡や安否確認、避難場所や災害情報

の取得、救助要請など多くの人が利用しました。その中でも特に利用が多かったのはFacebook、LINE、

Twitter、Instagram、mixi などの SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）です。連絡手段が限られ

ている中でインターネットなどのサービスをうまく取り入れて

いきましょう。

災害時にインターネットを活用

④避難に適した服装

　�ヘルメットまたは帽子、長そでシャツ、長ズボン、軍手、底の厚い靴で避難しましょう。持ち出し品は

リュックサックなどに入れて両手を使えるようにしましょう。

⑤避難場所の確認

　お住まいの地域の避難場所を市のホームページなどで事前に確認しておきましょう。

⑤家族で話し合いを

　家族が離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場所などをあらかじめ決めておきましょう。
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